












































































次の 62 丁が本書の本体と言える部分だが、1 丁から 48 丁表までは各体の詩で、49










言律詩（37 丁裏～42 丁裏）、五言古詩（43 丁表～45 丁裏）、雑言古詩（46 丁）、七
言古詩（46 丁裏～48 丁表）④ 
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てみると、東北が 2 名、関東が 4 名、中部（含三重県・新潟県）が 15 名、関西が 124





 関西の中でも、特に大阪府・兵庫県生まれの人物が 101 名と多いのは、当然と言え














































































    箕面山観楓 
  渓山霜後趣何窮  渓山 霜後 趣 何ぞ窮まらん 
  笠屐来尋細径通  笠屐
りゅうげき
〔笠と下駄の出で立ちで〕 来り尋ぬれば 細径 通ず 







  天然一幅画図中  天然 一幅の画図の中 
 







山寺門前秋欲寒  山寺 門前 秋 寒からんと欲す 
最喜風光詩趣足  最も喜ぶ 風光 詩趣 足るを 
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  天然一幅画図中  天然 一幅の画図の中 
 







山寺門前秋欲寒  山寺 門前 秋 寒からんと欲す 
最喜風光詩趣足  最も喜ぶ 風光 詩趣 足るを 





































成された。桐江は享保 18 年（1733）の 10 月 16 日、11 名の友人・門人たちと箕面に遊
んだが、その時の各人の唱和の詩と、桐江自身及び門人荒木蘭皐のそれぞれ「箕山紀
遊」と題する文が、『箕山賞楓稿』として一冊にまとめられた⑨。『詩文集』は、『箕山賞












に箕山に遊び途中小飲す〕  田中桐江 


































































































暮秋遊箕面山途中口占⑬    松浦大麓 
  底物豪華最占先  底物
なにもの
の豪華か最も先を占めたる 
  遮看瀑布挂秋天  看るを遮る 瀑布 秋天に挂
か
かるを 
  忿他俗了山霊意  忿る 他
かれ
 山霊の意を俗了すること 





































































暮秋遊箕面山途中口占⑬    松浦大麓 
  底物豪華最占先  底物
なにもの
の豪華か最も先を占めたる 
  遮看瀑布挂秋天  看るを遮る 瀑布 秋天に挂
か
かるを 
  忿他俗了山霊意  忿る 他
かれ
 山霊の意を俗了すること 




















































 作品掲載数トップの広瀬旭荘の作品（34 丁）を一つ挙げておこう。 
 
    発池田林・乾二生送至箕面山途中作〔池田を発す。林・乾二生 送りて箕面山
に至らしむ。途中にて作る。〕    広瀬旭荘 
  霜晴人意勇  霜 晴れて 人意 勇に 
  踴躍向前途  踴躍
ゆうやく
して前途に向かう 
  暖沼浮魚婢  暖沼 魚婢
ぎ ょ ひ
〔小さい魚〕 浮かび 












  独後走相呼  独り後れ 走りて相呼ぶ 




 紅葉 多し 






に っ か ん さ じ
備忘
び ぼ う
』巻 94 の記載と照合することにより、嘉永 6年（1853）
































      箕面山即事 
  乱葉風吹萬片丹  葉を乱して 風は吹く 萬片の丹 
  満山詩景属秋残  満山の詩景 秋残〔秋の終わり〕に属す   





  半月霜楓五処看  半月 霜楓 五処にて看たり 














































































      箕面山即事 
  乱葉風吹萬片丹  葉を乱して 風は吹く 萬片の丹 
  満山詩景属秋残  満山の詩景 秋残〔秋の終わり〕に属す   





  半月霜楓五処看  半月 霜楓 五処にて看たり 













































































    箕山看楓（11 オ）六首中、第三首    水越耕南 
  怪底波紋別有光  怪しむ 波紋 別に光有るを 
  一渓寒水蘸斜陽  一渓の寒水 斜陽を蘸
ひた
す 
  梅称月瀬桜芳野  梅に月瀬を称し 桜には芳野 




























































都合もあるから、当時まだ 25 歳だった栗軒の作の第一首と第五首を掲げておこう。 
 
甲寅十一月箕面看楓以嶺上白雲多為韻得五首  竹村栗軒 
  仙寰活画間  仙寰
せんかん
 活画の間 
  秋色林楓影  秋色 林楓の影 















露草媚幽石  露草 幽石に媚
こ
び 
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露草媚幽石  露草 幽石に媚
こ
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   讃岐の長尾雨山（52 歳）・陸中の内藤湖南（50 歳。京都帝大教授）・肥後の狩野
君山（48 歳。前出）・京都の富岡鉄斎（79 歳。文人画家）が京都から。 
   尾張の籾山衣洲（前出）・伊賀の磯野秋渚（54 歳。大阪朝日新聞社員）・浪華の
藤沢黄鶴（41 歳。藤沢南岳の長子）・伊勢の武内義雄（30 歳。後の東北帝大教授）・
西村天囚（前出）らは浪華から。 
































同興石居士遊箕面山看桜桃花    僧慧林 
  緩歩登箕面  緩歩 箕面に登る 
  険巘又坦平  険巘
けんけん
〔険しかったり〕 又 坦平〔平らだったり〕 
  長渓流水石  長渓 水石 流れ 





  煙樹三春媚  煙樹 三春に媚
あで
やかに 

















































































































































  映帯白雲流水間  映帯す 白雲流水の間 
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④ 五言古詩の句数は、最短のもので 6句、最長のものは 48 句。七言古詩は、最短の
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⑯ 吉田鋭雄・稲束猛編『池田人物誌』下（太陽日報社、1923、1924 年）494～522 ペ
ージ、池田市史編纂委員会編『新修 池田市史』第 3 巻 近代編（池田市、2009
年）693～694 ページ。 
⑰ なお、越石竹南は岐阜の出身（「人名録」）という以外は未詳だが、宇佐美嵋山























（筑摩書房明治文学全集 62、1983 年）所収「略歴」（中村忠行編）420 ページ。 
㉕ 君山が記した大正 5 年の会は、期日と場所が発会時の決まりに合わないが、運営
の仕方は融通の利くものだったと考えればいいだろう。 
㉖ 鈴木豹軒の出身地は、一般に越後（新潟県）とされている。 
㉗ 木村得玄『初期黄檗派の僧たち』、春秋社、2007 年。 
㉘ 興石居士は、当時の池田を含む北摂一帯を領有した麻田藩の第二代藩主、青木重
兼の弟、青木直影（1619～1679）。 
㉙ 拙稿「矢土氏澹園を訪れた清国人―王治本と阮丙炎―」、『書論』第 44 号、2018 年。 
 
（2019 年 7 月 22 日、生活美学研究所本年度関西文化研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学日本文学部教授 管   宗 次 
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